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ある製陶業者の原価計算
中 善宏
は じ め に
資本主義体制下での近代的な工場制生産はイギリス産業革命 に起源をもって
いる。原価計算が必要 になるのは,あ る程度の規模 と複雑さを持 って生産が行
われるようになってからであるとすれば,原 価計算の歴史 も同様にその時代に
遡 ることになるであろう。そして,そ の初期における実践例 として,こ れまで
しば しばJosiahWedgwoodによる原価計算が取 り上げ られて きた。それ らの
研究の中で,彼 の原価計算 はさまざまに評価 されている。たとえば,Hower
(1932)はWedgwoodが価格設定のために行 った原価計算に言及 して,そ の
効果について 「価格設定はつねに困難であった。製陶業における正確な原価会
計 は今 日で さえ も不可能である。18世紀の単純 な簿記 によっては,Wedg-
woodは原価 を推測する以上のことはできなかった」(p.305)として,消 極的
な評価 しか与 えていない。また,産 業革命期の経営管理の研究に際 して,議 論
の出発点を提供 しているPollard(1965)も,「管理に直接役立てるために勘定
を用いるという習慣を,イ ギリス産業革命が達成 した成果の1つ に挙げること
は不可能である」(訳書268頁)と結論づけて,Wedgwoodを含 む企業におけ
る会計情報の役割に冷淡であった。
他方できわめて現代的な姿でWedgwoodの原価計算 を捉える論者 もいる。
彼の原価計算に言及 して,つ ぎのように述べるHopwood(1987,p.218)は,
そのような解釈を代表する人であろう。
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この記述をそのまま受け入れれば,
結 びついた体系的な生産活動の記録 と計算 を行 う制度 としての原価計算をイ
メージさせるほどである。 しかしなが ら,通説では簿記機構 と結合 した原価計
算が出現するのは19世紀の後半であったことを知っておれば,こ のような解釈
の妥当性に関してい くぶんの疑念 を抱かざるをえない1。
これ らのさまざまな評価 と疑念は,お のず とWedgwoodの原価計算が どの
ようなものであったかのさらなる関心を引 き起 こすことになろう。 この研究も
そのような関心 を端緒 としている。彼がはじめた原価計算 を検討 して,こ れら
の評価のどれが より妥当するかについて,あ らためて私な りの解釈 を加えてみ
たいのである。 この論文の内容を要約すれば次のようになる。
1.Wedgwoodの原価計算さらには会計を理解するためには,そ の背景を知
らなければならない。そのためにイギリス製陶業の生成期における技術革新
の進行をたどるとともに,原価計算を必要 とするに至るまでの彼の事業の発
展経過を紹介したい。ついでそのよく知 られている原価計算は,価格設定を
目的とする臨時の1回 限 りの(adhoc)計算であ り,また,彼 が行った他
の原価情報の収集も同様に個別的な計算を目的としていたことを指摘する。
他方で,複 式簿記による財務会計 も行われていたが,そ れは原価計算を取 り
新たに確立された会計システムは,一連のさまざまな力学を引き起こすことを可
能にした。生産プロセスの細目は,今や組織全体の目的と業績に関係づけること
ができた。組織の トップで生じた政策決定は,組織機能の特定の側面へ関連づけ
ることができた。組織は,それが機能していたものとは異なる観点から観測され,
管理されるようになったのである。経済的に異なる組織の部分を調整し計画する
試みがなされるようになった。組織の経済が現れはじめた。
Wedgwoodの原価計算は,財 務会計 と
1複 式簿記 と結合 した原価計算手続 きはGarckeandFells(1893)に現 れている。
Garner(1968,p.217-18)によれば,GarckeandFelisの著書は,「おそらくかっ
て出版されたどの著書 よりも原価会計実践の発達につ ながっている。(もっとも
印象的な特徴の1つ は)原 価計算と財務会計 を統合する手続 きであった。この問
題 は,過 去の研究者 によって無視 されるかあるいはあいまいにしか述べ られてこ
なかった」(Johnson,H.T.(1972)の脚注(p.467)から引用)。
イギリス産業革命期におけるある製陶業者の原価計算 7ヱ
込んでいなかったから,商的工業簿記として実行されていたことになる。
2.この商的工業簿記は,経 常的な企業活動の管理のための会計情報の源泉
であった。内部取引の記録を欠いていたという意味で不完全ではあったけ
れども,簿 記機構 は企業全体の財務的写像 を提供 し,さ らには期間利益 と
キャッシュフローに基づ く業績評価 と報酬決定を可能に していたことを明
らかにする。
3.製陶業は今 日で も労働集約的な工程を持つ産業である。 したがって,原
価管理上の焦点の1つ は労務費にある。Wedgwoodの工場では熟練労働
力の主要な部分が出来高賃金で支払われていたか ら,労務費管理の主たる
手段は出来高賃金制度であったといえる。彼の工場における出来高賃率の
1例を示してこのことを確かめたい。
4.も う1つ の主要な原価は原料費である。その管理は物量管理によってい
た。粘土の消費は,製 品ごとの標準量の設定 と事前の計量によって管理さ
れた。
5.原価計算の実行は,一 定程度の生産工程の合理化 と作業の標準化 を前提
としている。生産活動が構造化されていなければ,そ の提供する情報の信
頼性は保証されないか らである。産業革命の技術革新は,機 械の導入に加
えて分業 を主たる特徴 としていた。製陶業においてはとくに作業の分業化
と,それに伴 う専門化が生産活動の構造化 を推進する主要な要因であった。
Wedgwoodの工場 において,ど の ような分業体制が敷かれていたか を明
らかにするとともに,そ こでの生産工程の合理的配置について も言及 した
い。
さらにWedgwoodの管理組織が高度に公式化 されていたことも指摘 されなけ
ればならない。それは産業官僚制の萌芽形態でもあった。たとえ彼による原価計
算が随時個別的に行われる原価計算であったとしても,その背後には,すでに近
代的な原価計算制度の前提 になる生産活動の構造化 と組織の公式化が進行してい
たのを見ることができる。管理会計が官僚制組織の中で機能するとすれば,こ の
点で も原価計算と管理会計の起源をそこに求めることができるのである。
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Wedgwood古文書
イギ リス産業革命の歴史研究 において,ほ とん ど例外 な くJosiahWedg-
woodの業績が言及 されているのは,WedgwoodArchivesと呼ばれる一群の
古文書の存在によるところが大きい。この文書類の中心 となっているのは,1762
年か ら1780年に渡 って,Wedgwoodが共同経営者であったThomasBentley
宛てに書いた2,000通を超える大量の書簡である。それらに加 えてさらに彼の
若年 時か ら死 の直 前 に至 る まで の身辺 の 出来事 を書 き留 め た 「備 忘録
(CommonplaceBook)」(これには雇い人の名簿,監 督および作業マニュアル
および新製品やデザイン変更に伴 う原価の計算なども記載されている),およ
び紬薬の組成と焼成実験を記録 した 「実験帳(ExperimantBook)」その他 の
手稿 などか ら成 っている。 このArchivesは,18世紀から今 日まで生き延びて
きた 「もっとも完全で啓蒙的な産業 と企業経営の歴史」であるとされている2。
これらの古文書類を通 じて,彼 の実践 した経営管理および原価計算を跡づけよ
うとす るときにまず知っておか なければな らないのは,そ れが伝 えてい る
Josiahの事業の範囲である。その範囲は彼の事業のすべてに及んでいるわけで
はない。
2Reilly(1992),p.xi.「生 き延 び た 」 とい う表 現 は 大 げ さ で な い 。 そ れ が 現 存 す る 背
後 に は 大 き な 僥 倖 が あ っ た 。1848年に 「JosephMayerは,Birmingham郊外 で
突 然 の 土 砂 降 り に会 っ て 雨 宿 り した 屑 屋 で,大 量 のWedgwood記 録 を 発 見 す る
と い う信 じ ら れ な い よ う な 幸 運 に 出 会 っ た 。 そ れ はJosiah2世の 死 後 に処 分 さ
れ た もの で あ っ た 。5年 ほ ど経 っ た 後 に,そ の 文 書 の 山 の ほ と ん ど が 包 装 紙 と し
て 地 元 の 商 店 で 売 られ て い た の で あ る。Mayerに よ っ て 救 わ れ た 文 書 は,自 然
な 経 緯 を 経 て,JosiahWedgwood&Sons社の 所 有 と な っ た 。 そ の 後,そ れ ら
はKeele大学 で 保 管 さ れ て い る」。 こ れ らの 文 書 に 基 づ い て 書 か れ たJosiahの伝
記 がMeteyard,Eliza,TheLzfeOfJosiahMZedgwood,工1工London:Hurtand
Blackett,1865,66であ る 。 こ の伝 記 は 今 日で もWedgwood研 究 の 基 礎 資 料 と し
て 認 め ら れ て い る。 ま た,Wedgwoodの 書 簡 は,そ の 一 部 が 編 集 さ れ 出 版 さ れ
て い る 。 た と え ば,Ferrer,KatherineE(ed.),LettersoflosiahWedgwood,1,
H,ffl,Manchester:EJ.Morten,1906ある い はFinner,A.andG.Savage(eds.),
TheSelectedLettersoflosiah17Vedgwood,Born&Hawes,1965があ る 。 しか し,
こ れ ら の 書 簡 集 で は,会 計 に 関 連 し て 書 か れ た 部 分 は 省 略 さ れ て い る 。
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図1に 示 しているのは,1770年頃の彼の事業の組織図である3。この図は,
それが実用陶器部門と装飾陶器部門の2つ の部門か ら構成されていることを明
らかにしている。 これ らの部門は,そ れぞれ独立した企業 として設立 されてい
た。すなわち,実 用陶器部門は,彼 の従兄弟であるThomasWedgwoodを共
同経営者 とする合名会社(partnership)であ り,装飾陶器部門は,Thomas
Bentleyを共同経営者 とするもう1つ の合名会社 であった4。管理会計的な観
点か らは,そ れぞれの共同経営者に対 して,担 当部門の稼得 した利益の一定割
合が報酬 として支払われる契約が結ばれていたから,こ れらの部門は利益中心
点として設定されていたことになる。 このことについては後であ らためて取 り
3Mickleburgh(1998),p.45の図 を参 照 した 。
4イ ギ リ ス に お け る企 業 形 態 と し て のpartnershipにつ い て は,片 野 一 郎 訳 『リ ト
ル トン会 計 発 達 史 』 同 文 舘,1952年,357-8頁を 参 照 の こ と。
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上げることにしたい。
Wedgwoodは,自ら運動の先頭 に立 ったTrent-Mersey幹線運河の開削を
見越 して,そ の沿線にある350エーカの地所 を£3,000で購入 して,1769年にそ
こに新工場を建設 した。その地所は,彼 の製品デザインの基調であ り,当時の
新古典主義の流行の きっかけとなった古代ギリシャ ・ローマ時代の優美な陶器
が出土 した中部イタリアの地名にな らってEtruriaと名付けられた。この新工
場の開所式 と同時にBentleyとの共同経営 も正式に発足 している。当初の計画
では,Etruria工場では装飾陶器のみの生産を行 う予定であったが,1772年の
夏 までに,Burslemにあって実用陶器 を生産 していたBrick且ouse工場 も同
じ工場に統合 された。図1で は,実 用陶器部門はまだBurslemに置かれてい
るから,統合前の組織構造を表 していることになる。
組織 の管理権限 に関していえば,WedgwoodはEtruriaに居住 して全体の
指揮 に当たっていた。従兄弟のThomasについては,利 益配分の配当割合お
よびある製品をどの部門に帰属させ るかの争いが生 じたときの決着から見れ
ば,Wedgwoodの管理下にあったと推測で きるが,彼 とBentleyとの関係 は
対等かむしろそれ以上 に処遇されていたようである5。装飾陶器部門における
それぞれの職務分担に関 しては,Wedgwoodは,Etruriaで新製品の開発 に
従事するとともに,生 産拠点であったこれ らの工場を指揮 した。他方,最 大の
市場であ り,フ ァッシ ョンの先進地でもあるLondonの重要性 は早 くか ら認識
されていたか ら,そこには1765年か ら営業所 とショールームが設けられていた。
さらにBentleyの参加とともにエナメル絵付け工場が新設 されて,そ れ らは彼
の 管理 下 に置 か れた。 さ きにWedgwoodArchivesのほ とん どの部分 は
WedgwoodがBentley宛てに出した手紙か ら構成 されていると述べた。Bent-
leyは装飾陶器部門の共同経営者であったか ら,それが今 日に伝 えている彼 ら
の企業経営に関連する情報は,そ の部門に限られることになる。彼の事業の主
要な部分を支えるもう1つ の実用陶器部門に関わる情報は,今 日では残された
5Reilly(1992),pp.106-10.
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「備忘録」 と 「実験帳」 にわずかに伺えるにすぎない。
Wedgwoodがわれわれの当面の関心事である製品原価計算 を行 ったのは
1772年8月であった。次の節で簡単にそれまでの彼の事業の展開とその背後に
ある製陶産業の発展 を追ってみたい。近代製陶業 の始祖 と呼ばれ るWedg-
woodの足跡 をた どることは,同 時にその産業の胎動期あるいは揺藍期 にいか
なる事態が生 じていたかを探ることにもなる。ある経済的 ・社会的諸条件の中
にあって,1人 の企業家が事業を始め,規 模を拡大 して組織 を編成 し,つ いに
はその管理のための会計情報を必要とするに至ったプロセスを追 うことで,わ
れわれは,経営管理の実践のなかでどのような要求の下で管理会計が出現 した
か,そ してその管理会計はどのようなものであったかを知ることができるであ
ろう。とりわけ,Wedgwoodのケースは,管 理会計の原初的な形態について
の情報 を豊富に提供する好適な事例であると思われる。
製陶技術の革新と創業時代
イギ リス中央部に位置するStaffordshireでは古 くから陶器の生産が盛んで
あった。製陶業にとっては粘土 と石炭の利用可能性は産業存立の基礎条件であ
る。当時の生産方法では1ト ンの粘土を焼成するために5な いし12トンの石炭
が必要であったか ら,この地が製陶業によってイギ リス産業革命の重要な一角
を占めるようになった背景には,そ こに原料 となる粘土 と石炭が豊富に埋蔵 さ
れていたという自然条件があった。しか しさらに重要なのは生産技術の発達で
ある。製陶業は,陶 工の伝統的な熟練に依存する産業であるかのような印象が
もたれているけれども,実際にはそうではなかった。17世紀終盤以降のイギリ
ス製陶業の隆盛は,他 のどの産業においても見 られないほどの急速に展開した
技術革新に支えられていたのである。
この製陶地帯における技術革新の きっかけを作ったのは,ラ イン川流域の
Cologne(Rhineland)から移住 してきたJohnとDavidのElers兄弟である。
彼 らは,Staffordshireの赤粘土 を用いて,無 紬 の赤色陶器(redware)を生
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産 したことで知 られている。この陶器は中国産の赤色陶器 を真似て作 られた妬
器であった。妬器(stoneware)とは,粘 土を高温で焼成 してガラス化するこ
とで耐浸水性を持たせた半磁器である。彼 らは,こ の製陶地帯 にすでにあった
普通の塩 を紬薬 とする妬器 も生産 したが,そ れらの製品は,他 の生産者よりも
はるかに洗練 されていた。そしてより重要なのは,そ のような製品を生産で き
る技術であった。
彼 らの生産方法は,2つ の点でこの製陶地帯のそれまでの生産工程 を一挙に
進化させた。1つ は,フ リン トお よびイギリス南部に位置するDevonshireお
よびCornwall地方に産するボールクレイ(ballclay)と呼ばれる白色粘土の
導入である。Stafiiordshireの製陶業に成功 をもた らした要因の1つ はこの粘
土の導入によって白い陶器を生産することがで きるようになったことにある。
その陶器 によって当時の主流であったLondonやBristolで生産 されていた錫
紬のデルフ ト陶器や高価な輸入磁器に対抗で きる競争力 を持てるようになっ
た。1733年になって,Weaver川を利用 した水運が利用で きるようになると,
この製陶地帯は大量のボールクレイを輸入するようになる6。Elers兄弟の持
ち込んだもうひとつの重要な技術革新 は,鋳 込成型の技法であった。粘土に水
を加えてクリーム状にして,石膏鋳型に流 し込み,石膏に水分を吸収させた後,
取 り出して乾燥 させ る。 この成型法は,ロ クロ成型よりも複雑な形 をもつ,サ
イズのそろった陶器の生産を可能にした。この技術 はのちの大量生産への道を
開 くことになる。兄弟による工程の改善には,そ の他に水簸法による粘土の精
製および旋盤の使用がある。これ らの革新は,こ の製陶地帯の互いに激 しく競
争 していた陶工の間に急速に広がっていった。
1740年代 には,焼 成工程が素焼 きと本焼 きの2つ の工程に分けて行われるよ
うになった。成型 して乾燥 させた素地をいったん焼いてビスケ ット状の半製品
とした後,液 状の紬薬を掛けて本焼 きする。この2度 の焼成によって生産工程
の歩留 まりを上げることができた。液状紬薬 として使用されたのは鉛である。
6Weatheril1(1971),p.14.
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この鉛紬陶器はクリームウエアと呼ばれ,低 い焼成温度で生産できたから,妬
器よりもコス トがかからない利点があった。大量生産への道 を開いた革新 とし
て,さ らに転写法(transferprinting)が挙げ られなければならない。これは
LiverpoolのJohnSadlerによって1750年頃に発明されている。転写法は,転
写紙に特殊インクで絵柄を印刷 して,そ れをそのまま素焼 きあるいは本焼 き後
の陶器表面に張ることで絵付けがで きるために,絵付け工程のコス トを大幅に
引き下げた。
これ ら技術革新の背後にイギリス社会の変化があった。農業技術 の改善によ
る生産性の向上は人口の増加 と都市への集中を促進 した。他の要因としては植
民地経済 と貿易 の急激な成長に伴 う商人を中心 とする新たな富裕階層の出現が
ある。これらの要因はとりわけ都市の生活様式を変化 させた。製陶業 との関連
でいえば,都市生活者の問に飲茶の習慣が広まったのもこの時代であった。そ
れまで使われてきた木や錫製の食器にかわって陶器が使用されるようになって
きた。それは庶民の問にも広がっていった。Porter(1991)は,その著 『イ
ングランド18世紀の社会』のなかで,こ の世紀半ばに,社 会階級底辺の生活習
慣の洗練ぶ りについて,ある人の見聞を引用 している。「当地の人々は紅茶,コー
ヒー,ココア,とくに紅茶,を欠かす ことなくその飲用はつ とに広まって,ジェ
ントリーや裕福 な旅行者が紅茶を常用するのみならず,ほ とんどすべての縫い
子,野 菜果物の選別係,糸 巻 き係 に至 るまで女子 も朝には紅茶 を飲む …… そ
して,平 凡な洗濯女でさえ紅茶 とバターを塗って焼いた白パ ンなしではちゃん
とした朝食 をとった気が しない と思 うのである」7。このような一般的な生活水
準の向上 と変化 は良質な陶器に対する需要 を増加させた。
製陶業は,こ のようなイギリス社会の発展 と拡大をそのまま反映 して,急 速
に規模 を大 きくしていった。Josiahによれば,1710年頃のBurslemの年間総
生産額はおよそ £10,000であった とされている。80年後のそれは 「私の聞 く
ところでは,あ る者は£200,000と言い,他 の人は£300,000と言っている。お
7Porter(1991)訳書317頁。
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そ らく本当の ところはその中間近 くであろう」と見積 もられている8。それゆえ,
その間にこの製陶地帯は約25倍にもなる成長を遂げたことになる。製陶所の規
模 に関しては,1710年当時のある製陶所の1週 間の原価計算表が表1の ように
与えられていて,こ れによってその時代の典型的な製陶所の様子 を推測でき
る9。この原価計算は,Wedgwoodの父親が祖父か ら引き継いだ製陶所を念頭
に置いて推定されたものである。この製陶所では,親 方陶工 と子供を含めて11
人の人間が働いていた。その年間売上高は,実働週 を年46週とすれば,約 £200
表11週 間に1窯のブラックおよびモットル ド陶器を
製造するために必要な労賃 ・その他経費
陶 工6人
4名 の ボ ー イ@週ls.3d.
鉛 鉱 石1cwt.2qrs@8s.
マ ン ガ ン 鉱
粘 土2荷@2s.
石 炭48駄@2d.
同上の運搬費@i青d.
工場賃借料年51.
窯 ・道具その他の減耗費年101.
荷造 り用の藁3荷,
親方の利益 彼の労賃6s.を含む
3名@週4sお よび3名@週6s.
1荷につ き24束@4d.
£&紘
1100
050
0120
030
040
080
060
020
040
010
0100
£450
8
9
28January1792,E18988-26,WedgwoodManuscripts,FinnerandSavage(1965),
pp.334-5.
Meteyard(1865),p.190.この時代の製陶業への参入障壁について,Koehn(2001)
は,次 の ように述べている。「ほ とん どの製陶所は,石 炭を燃料 とする,ふ つ う
縦8フ ィー ト,横10フィー ト,高 さ15フィー トの大 きさの窯 を少 なくとも1基 備
え て い た。 製 陶所 に よっ て は 特 殊 な鋳 型 も持 っ て い た。 窯 の コス トは
£15,ロクロはお よそ£1,そ して高品質の旋盤 は £210sであった。原材料 と手
持 ち在庫 を加 えると,Josiahの父親が引 き継いだような中規模 の製陶所 の価値
は,工 場の賃借 りを除いて,お よそ £40(今日の ドルで評価 して,約$4,500)
になる。この金額は,農 業労働者の年間所得の3倍,あ るいは炭鉱労働者の年間
所得のほぼ2倍 であった。長期の訓練期間が必要なことに加えて,こ の財務的な
障壁は,Staffordshireの労働者が製陶業においてなんらかの形で所有権 を持つ
ことをほとんど不可能にしていた」(p.15)。
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になる。生産されていた製品は,モ ッ トル ド陶器(mottledware)あるいは
アゲー トウエア(agateware)とブラック陶器の2種 類であることが分かる。
これ らの陶器は,妬 器 とならんで,当 時のこの地方の主要な製品であった。ブ
ラックとは,地 元で採掘されるさまざまな色をした粘土のうちの黒色粘土を用
いた陶器であ り,モ ッ トル ドとは,色 の違う粘土 を練 り合わせて作 られた陶器
である。マ ンガンと鉛鉱は紬薬 として使用され,粉 末状にして陶器表面に塗 さ
れた。
これまで述べてきた製陶技術の革新 は,Wedgwoodが生 まれる前後の数十
年間に起 きた変化である。 したがって,基 本的な技術 はすでに準備されていた
のであるか ら,Wedgwoodの功績の本質は技術革新にあるのではなくて,む
しろそれらの技術を適用 して工業製品 としての陶器 を生産できる近代的で合理
的な生産体制を組み上げたことにあるといえよう。大量生産のための生産工程
の編成は,同 時に販売と市場の拡大を伴 うか ら,規模を拡大 した活動 を管理す
るための組織の構築 もその中に含まれる。彼の始めた販売方法の革新 とブラン
ド戦略は,マ ーケティング分野における先駆的なものであった。またその製品
は西洋陶器の標準 となったから,工業デザインの歴史においても創始者 として
注 目されるようになっている。さらに重量のある破損 しやすい製品の輸送問題
の解決はこの製陶地帯の命運に関わっていたか ら,彼 は有料道路の建設や運河
の開削 といった産業基盤の形成にも努力 を費やさなければならなかった。政治
面では,関税の引 き下げ運動あるいは奴隷廃止運動にも参加 している。また,
イギ リス商工会議所の初代会頭にもなった。科学者 としての側面もその業績に
含 まれていて,1782年には,高 温温度計の発明によって王立学士院に推挙 され
ている。 これらの多彩な活動によって 「彼の名前は世界中に知 られている。そ
れは産業,商 業,科 学および政治における1つ の勢力であった。それは製陶産
業を支配 した」 と評 されるほどの成功 をその生涯において収めるに至 ってい
る10。
10McKendrick(1960),p.408.
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このJosiahWedgwoodは,1730年にStaffordshireのBurslemで,3代続
いた平凡な陶工の家の13番目の子供 として誕生 した。彼は9才 の時に父親を失
ったために3年 間ほどの初等教育 しか受けていない。14才から長兄の下で5年 一
問徒弟として 「陶器をロクロにかけ装飾する技術 を,そ の他いっさいの付随技
術 とともに伝授」される徒弟修行に入 った。それが終わった後,さ らにそのま
ま兄の下で3年 間雇われ職人として過 ごしている11。子供時代の病気は,そ の
後の人生を変えることがある。Wedgwoodについては,こ の徒弟修行期間中
の15才の時に天然痘にかかって後遺症 として右足の自由を失ったことが,彼 の
キャリア形成に決定的な影響を及ぼしたようである。現場での作業に支障があ
ったから,関心はおのず と製陶技術の核心にある素地 と粕薬の組成および焼成
時の化学的変化の研究に向け られ,や がて 「アテネの陶工によっておそ らく崇
め られ,そ してたしかに所有されていた陶芸の法則と秘密 を会得できる」まで
になる12。また,他 人を通 じて仕事を遂行する管理者あるいは企業家 としての
立身以外の選択の余地 も狭 くなったであろう。
長兄の製陶所を辞してしばらくの問,他 の製陶所で仕事 を続けた後,さ らに
当時の先進的な製陶業者であったThomasWhieldonの製陶所に共同経営者 と
して迎 えられる。Whieldonが彼 に期待 したのは,新 製品の開発 とくに紬薬に
新 しい工夫を加えることであった。実際,新たに緑色を発色する粕薬 を開発 し,
カリフラワーやパイナ ップルに擬 したティーポットなどの新製品の導入に貢献
している。その当時の製陶業を取 り巻 く環境について,彼 は,次 のように述べ
ている。
われわれの主要な製品は,白色妬器(つまり,塩紬の妬器)であった。しかし,
これはすでに長い間作られ続けていて,価格もごく低かった。製陶業者は,それ
により多くの費用をかけるか,あるいは,なにかそれを改良して受け入れられる
ようにする余地はなかった。デザインの優雅さに関しても同様であった。
11雇 われ職人(journeyman)とは,お よそ7年 間無給の徒弟修行 をえた後,一 人
前 としての資格を認められて働 くようになった有給の職人である。
12Jewitt(1865),p.103.
イギリス産業革命期におけるある製陶業者の原価計算 81
妬器に次 ぐ製品は,竈 甲陶器であったが,数 年間,こ の分野での改良はなされて
いなかった。 この製陶地方の懸念は高まっていた。価格 はしだいに低下 していた
けれ ども,販 売を伸 ばすための売 り込みは効果がないことが分かっていたから,
事業に活気 を与 えるためには,な にか新 しいことが必要であった。
私は,す でに薦璃(agate)の模造品を作っていた。それは美 しさで評判であ り,
かなりの改良であった。 しか し人々は,こ の種のまだら模様の(variegated)陶
器 に飽いてしまっていた。 こうした事情があって,私 は,製 品の紬薬,色 お よび
形態のみでなく,素 地についてもさらになにか違った改良を加えようと努力 した
のである。
私は,この分野の確かな可能性を見ていたから,その開発に努力を惜 しまなけれ
ば,だれであっても豊かな報酬を約束されると確信 していた13。
この文章か ら伺えるのは,当 面 していた困難にも関わらず産業の勃興期におけ
る時代の雰囲気を反映 して,自 分の産業の将来に絶対の確信 を持っていたこと
である。
Wedgwoodは,1759年に自分の勘定で製陶工場の経営 を始めた。 この工場
はIvyHouseと呼ばれていた。彼の雇った陶工は当初 は16人であった。その
中には後 に共同経営者 となる従兄弟のThomasも含 まれていた。事業はその
後急速な発展 を遂げる。1762年になって,よ り規模の大 きいBrickHouse工
場へ移転 した14。成功の最初の手がか りは,品 質 とデザインに優れたクリーム
13JosiahWedgwood'sExperimentBook,E29-19121,WegwoodManuscripts,Reil-
ly(1989),1,P.699.
14Wedgwoodは,1764年にChesterの富裕 なチーズ商人の娘であるSarahWedg-
woodと結婚 してい る。 この結婚 の財務的な意味について,Reilly(1992)は,
次のように述べている。「否定できないのは,こ の結婚が彼にとって巨大な財務
的重要性 を持 っていたことである。過去5年 間の成功 に関わ らず,彼 がなにほど
かの実質的な金額 の資金 を貯めえた とす る証拠 はない。Sarahの兄,Johnは
JosiahにBrickHouse工場の改善のために,1764年に500ポンドを貸 し付 けた と
いわれている。 このことが本当であれば,Josiahの資本はきわめて小 さかった
という推測の裏付けになる。Sarahの持参金お よび彼女のその他のお金 あるい
は財産 は,彼 らの結婚後 は,Josiahの支配下におかれたであろう。彼女 の兄が
未婚のまま1774年に死んでお り,彼 女の父は,1782年に死 んでいる。彼女は,2
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ウエアの開発に成功 した ことであった。彼の作ったティーサービスは,時 の国
王 ジ ョー ジ3世 の妃Charlotteの愛顧 を得 て,1766年に女 王 陛下 の陶工
(PottertoHerMajesty)の称号を許 されている。それ以降,彼 のクリーム ー
ウエアはクィー ンズウエアとも呼ばれるようになった。販路は,国 内だけでな
く,欧州大陸およびアメリカ植民地に広がって行った。1769年になると,す で
に述べたように,Etruriaに新工場を建てて,装 飾陶器の生産に本格的に着手
する体制 を整えようとしていた。図1は,実 用陶器工場がそこへ統合 される直
前の組織構成を表 している。
この時期のWedgwoodの規模に関 しては,彼 の書簡の中にい くつか手がか
りを得ることがで きる。すなわち,「今晩,タ ウンホールで120人の雇い人と夕
食 をとることになっています」15。Etruriaにおける 「人手は30人に達 しませ
ん」16。あるいは 「10人の入間を扱 うことは,同 じ部屋で働 く陶工にとって困
難なことではあ りません。彼は同 じ関心を共有 し,その場でおおざっぱで手近
な正義を行 うことができます。 しか し,異なる職種,よ り多様な気質 と癖 を持
つ150人の人々を容認で きる程度 に維持することはよ り困難 な仕事 にな りま
す」17。これ らの文面か ら,1769年あるいは1770年の従業員数は,150人ほどで
あったと推測できる。組織図にあるように,Londonのエナメル絵付け工場の
人数を加 えると,ほ ぼ180人程度であったろう。 また,売 上高 について も,お
よその比較が可能である。1769年にWedgwoodは,約£7,000のテーブルウエ
アや,そ の他の実用陶器を販売 したとされる18。この年の装飾陶器の売上高は
£2,400ほどであるか ら,装飾陶器の売上は全体のお よそ3分 の1に すぎない。
人 の 唯 一 の相 続 人 で あ っ た 。明 らか に 彼 女 の 遺 産 は 巨 額 で あ っ た 。そ れ は £20,000
と い わ れ て い る 。 こ れ も ま た,Josiahの支 配 す る と こ ろ と な っ た 。 こ の こ と は,
Sarahが死 ん だ と き彼 女 の 財 産 が 比 較 的 少 額 で あ っ た こ とで 説 明 で き る」(p.36)
と。
1511November1769,E18268-25,WedgwoodManuscripts,FinnerandSavage
(1965),p.83.
1619November1769,E.18269-25,WedgwoodManuscripts,ibid,,p.84.
173Feb1770,E.18287-25,WedgwoodManuscripts,Ferrer(1906),1,p.338.
18Koehn(2002),p.29.
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実用陶器の素地となるクリームウエァの製造が軌道に乗ったのは1760年のは
じめであった。 また,1765年に彼がある国会議員に宛てた手紙で 「あなたもご
存 じの例の製品は外国市場で販売 されています。というのは国内の消費は,外
国に送 られるものと比べて,ご くわずかだからです」 と書き送っている19。こ
の文面からこの頃にはすでに実用陶器部門は国内市場において成熟段階に達 し
ようとしていたこと,さ らに海外に販路 を拡大 していたことが分かる20。これ
に対 して,装 飾陶器部門は,い まだその緒についたばかりであった。市場にお
ける威信 を高めるとい う戦略的な効果を考慮に入れなければ,生 産の規模にお
いても,売上高においても,装飾陶器部門は,相 対的にはかなり小 さいかった
ことになる。
原価計算との関連でいえば,こ のような生産技術の安定性,規 模,収 益性,
市場における不確実性の次元での相違は,き わめて大 きな意味を持っている。
なぜなら,原価情報を通 じての経営管理は,と りわけ確立した技術に基づ く経
常的な生産活動が行 われている場であ り,よ り競争的な市場に当面 している場
合であるか らである。新製品の生産 と市場開拓および販売が問題 となっている
場合には,お のず と臨時の個別的なプロジェク トのための原価計算が必要 とな
る機会が多 くなるであろう。 したがって原価計算の歴史資料 としてのWedg-
woodArchivesには,解 釈 に際 して注意 しなければならない問題点があるこ
とが分かる。それは装飾部門の共同経営者であったBentley宛にWedgwood
が書いた手紙がほとん どの部分を占めていて,そ れゆえ,そ の提供す る情報は
装飾陶器部門に関係する部分にほぼ限られているか らである。会計情報がよ り
効果的に利用で きる状態にあった と推測される実用陶器部門の会計についての
手がか りはほとんどないといってもよい。 このようなWedgwoodArchivesの
19J.WedgwoodtoWilliamMeredith,2March1765,Reilly(1989),II,p,78.
20あ る い は,「1767年の 中 頃 ま で に は,Wedgwoodは,ク イ ー ン ズ ウ エ ァ が ほ と
ん ど改 善 の 必 要 が な い ほ ど の 品 質 を持 つ よ う に な っ た こ と に 満 足 し て い た 。 そ の
生 産 に 問 題 は ほ と ん ど 生 じ な か っ た 。 生 じ て も,実 用(useful)Thomasによ っ
て た だ ち に解 決 さ れ た 。 彼 はBurslem工場 の 経 営 以 上 の,有 能 で 実 践 的 な マ ネ
ジ ャ ー で あ る こ と を 証 明 し て い た 」(Reilly(1992),p!76)。
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もつ歴史資料 としての特徴 を指摘 しておいて,つ ぎにWedgwoodの原価計算
のもっとも有名な部分 を取 り上げることにしたい。
花瓶の原価計算
前節では,17世紀末か ら始まる製陶技術の革新過程 とWedgwoodが創業 し
て,最終的な生産拠点であるEtruria工場 を建設するまでの経過を追ってきた。
それは同時にStaffordshireが今 日に至 るイギリス製陶地帯 としての地位を確
立 した時代でもあった。事業の骨格が整ったこの時期に,彼 は,装 飾陶器 を対
象 とする原価計算を行っている。それはBentleyに宛てた1772年8月23日付 け
の手紙 に同封 された,表2に 示す ような31品目の単位あた り原価を計算するス
プレッドシー ト形式の原価計算表 として現れた21。
この計算の背後には彼がその とき当面 していた危機があった。それは急速 な
成長を遂げている企業が陥 りやすい資金不足から始まった。やがて需要の急激
な減退にみまわれる。1768年から1770年の末まで続 いた花瓶狂(violentVase
madness)といわれたほどのブームも急速に下火になっていった22。その原因
は,主 たる顧客であった富裕層が彼の装飾陶器に飽き始めたことと,ア メリカ
植民地に端 を発する不況が欧州大陸 とイギ リスにおよんできたことにあった。
・19November1769
ぐず ぐず してはいられません。集金です。頭 と手を総動員 して集金 して,
私に大急ぎで3000ポンド送って下 さい。3000ポン ドです。3000ポンドをす
こしでも欠けると,来年以降の事業 を続けるために,建 設業者を満足させ
21Wedgwoodの原価計算に関す るより詳細 な紹介は,中 村萬次編著 『原価計算発
達史論』国元書房,1978年によってなされている。
22Wedgwoodは,1766年頃にクリームウエ アに次 ぐブラック ・バ ソル トと呼ばれ
る無紬 の石器を開発 した。その素地で作 られた花瓶は,当 時の上流階級 に熱狂的
に受 け入れ られた。LondonのNewport街にあった彼のシ ョールームは 「玄関
に出て馬車を呼ぶ こともできなければ,洗 面所にはいることもで きないほどの」
混雑を呈 した(Burton1978,pp.84-5)。
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られません。そうです,あ なたが集金できるかあるいはガゼッタ紙に私の
記事が載るかなのです23。
●16February1771
親愛なる友 よ,あなたはどう思われますか。私はひじょうに貧乏になって,
ひどい欠乏に陥っています。勘定の上では,去 年の利益は,問 違いなく
Burslemの工場だけで,4000ポンドを超えているのに,借 金を返すお金
がないのです。なんとか回収 しなければ,さ らに借金 を重ねなければなり
ません。たしかに,去 年,在 庫の大幅な増加 を見 ました。Londonで4000
ポンド以上,こ ことLiverpoo1で1200あるいは1500ポン ド以上になってい
ます。この額は半分以下に減 らさなければな りません。なんとか減少させ
なければならないのです。今年の売れ行 きがどうなるか分か りません。去
年の11月と12月か ら見れば,7週 間で500ポン ドにもなる賃金の支払いに
もこと欠 くでしょう24。
・10April1771
装飾陶器は実用陶器 と同様に取引は困った状態にあります。増え続 ける在
庫は混乱をもたらしています。われわれはどこかに新 しい市場か,あ るい
は新たな取引先 を見つけなければな りません。そうでなければ,職 工を何
人か解雇 しなければならな くなるで しょう25。
・12および22April1771
景気は,す べてにおいてギャロップで破滅に向かお うとしているように見
えます。-Londonでも当地で も手元 に大量の在庫 を抱えてお り,ほ と
んど需要がありません。製陶業者は,状 況に神経質になっていて,ほ とん
どパニックになっています26。
・1772年は,Wedgwoodには厳 しい不況の年であった。需要の減少 は,
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原価(s.d.)
ロクロまでの原料
ロクロ成型,削 り出しおよび焼成前までの仕上げ
ビスケット焼成
すべての材料込みの仕上焼成
母型製作と鋳型
焼成窯 とスリップ窯用を除く全作業場の石炭
ボーイ ・雑役工賃金,倉庫および記帳係賃金
賃借料,減損費およびその他経費
金彩色
台座,真鍮細工および取付
梱包およびロンドンまでの輸送費
破損および仕損費の加算
販売費
運転資本利子
単位あた り総費用
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表2Wedgwoodの 原価計算(1772年)(a)
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製品 番号
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Wedgwoodの 原 価 計 算(1772年)(b)
壷の種類:黒あるいは小石模様および仕上げ
小石模様および金彩色,無飾すなわちメダリオンな し
あ るい は125
黒メダリオン付
小石模様メダリオン付
黒メダリオン付
黒
黒
黒
黒
黒
黒
省
大型胸像
小型胸像
国王ジョー ジ2世
略
Londonから始 まって さ らに広 が ってい った27。
●1gJanuary1773
イ ンチ
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12
12
14
9
12
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10
15
?
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私は,ど うしたら彼 らに仕事を続けさせればよいか分からなくなっていま
す。それでもなん とかしなければなりません。昨 日の朝には,彼 らは,仕
事を くれるか,解 雇かのいずれにするか決めて欲 しいと私を責め立てまし
た28。
苦境を克服するために彼がもくろんだのは,販売価格の引き下げによる,「数
において無限な」中間階級への販売の拡大であった。すでに花瓶を中心とする
装飾陶器は富裕階級 に普及 していたか ら,「評判は確かになっています。中間
階級の人々は,価 格を低 くすれば,そ れ らを大量 に買 うでしょう」29。しか し
価格を引 き下げるとして も,どの程度の引き下げが可能かを知 らなければなら
ない。「われわれの新製品をすべて慎重に検討することで,販 売を妨げるほ ど
27McKendrick(1970),p.63.
281bid。,p.63.
2923August1772,E18392-25,WedgwoodManuscripts,McKendrick(1970),p.63.
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に高い価格 を設定することなく,またなんの利益も残 らないほどに低 い価格 を
つけないようにで きる,な んらかの指標を確立する」必要があった30。
表2に 示 される価格設定を目的とする製品原価の計算は,原 価計算の歴史研
究において2つ の点で注 目されてきた。1つ は,製 造間接費の配賦計算が行わ
れていることであ り,他 は,彼 が行った原価計算の説明において,固 定費の存
在 とそれが単位原価の計算 におよぼす影響に言及していることである。
彼の原価計算の持つ最初の特徴を理解するためには,そ こでの原価の分類を
知 らなければならない。Wedgwoodは,原価 をexpenceofthemeremaking
とincidentalexpenceに区分する。前者は直接費に,後 者は間接費に相当する
と考えられる。直接費には,原 料費となる粘土,ロ クロおよび削 り出しなどの
労務費の他に,焼 成の費用が含まれている。表2(a)でいえば,最 初の4行 まで
がそれらに対応 している。彼が焼成費を直接費 とするのは 「陶工 としての一般
的知識 と,私 がWieldon氏の共同経営者であった時代 に,彼 の窯で大量の陶
器を焼いたときに行った計算から推測 した。それゆえ,私 はこれ らの費目をじ
ゅうぶんに考慮 した と確信 している」 と述べるにとどまっている31。残 りの費
目は,問接費として扱われ,直 接費を配賦基準 として,そ れぞれの費 目の性質
によって配賦率が決定されている。
第2の 特徴は,固 定費に言及 していることである。「時計仕掛 けのように変
化する費用」,たとえば,
賃借料は,その期問にたくさん作っても,すこししか作らなくても変化しません。
職工(ロクロエ,削り出し工など)の回りをまわる衛星のようなボーイや雑役工,
倉庫の人間,事務員に対する賃金は,1週間に花瓶を20ダース作ろうが,10ダー
ス作ろうが,ほとんど同じままです。それゆえ,費用は,あ との方の数では倍に
なるでしょう。同じことが間接費の多くにいえます。工場の暖炉のための石炭は,
(少なくない額ですが)職工に暖をとらせるために,むしろ彼 らが遊んでいる
ときの方が嵩みます。母型製作と鋳型および販売の費用は,都会にあるわれわれ
3023August1772,E18391-25,WedgwoodManuscripts,ibid.,p.49.
311bid.,ibid.,p.52.
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の店でい くぶんか値下げをすることで,販 売が倍 になったとして も,そ れほど増
加することはあ りません32。
文 献上 の最 初期 の固定 費へ の言 及 は,Babbage(1832)による ものが よ く知
られ てい る。 このWedgwoodによる固定 費の発見 は,そ れ に50年ほ ど先 立 っ
てい る。
表2の 原価計 算表 は,「現存 す る製 陶産業 にお け る最初 の詳細 な製 造原価 の
計算 であ り,ど の イギ リスの産業 と比べ てみて も,ま ちがい な く最初期 の計 算
であ る」 といわれ る33。この原価 計算表 が,は じめてそ の背 景 まで を含 めて詳
細 に紹 介 された のは,こ れ まで参照 して きたMcKendrick(1970)によってで
あった。 これ以外 に,McKendrickは,Wedgwoodが他 の さま ざまな 目的 に
関連 して原価情 報 を求 めた ことを指摘 している34。
さらに別の証拠 によれば,Wedgwoodは,危機の時に正確 な原価計算 の重要性
を学んだのであるが,そ の価値を じゅうぶん認識 していて,け っ して自分の管理
技法か ら外すことはなかった。たとえば,1772年の製造原価表には,1779,1788
お よび1789年のそれぞれの 日付で,追 記 と修正がある。それが しばしば改訂 され
たことは,手 書絵付けの変更,新 たなデザインの絵柄 と彩色方法,新 製品の追加
の原価計算によって明 らかである。Wedgwoodの個人的なメモ として,1774年
と1775年に,ロ シア皇帝向けのサー ビスでは,そ の原価がGrenouilli6re宮殿 を
象徴す る青 カエルの1つ ひ とつの絵 付 まで細部 に渡 って計算 されてい る35。
Bentleyとの連絡の中で は,1775年に,印 章(seal)のコス トと利益幅が検討 さ
321bid.fibid.,p.55.
33Reilly(1989),1,p.669.
34McKendrick(1970),pp.56-7.
351773年か ら1774年にか け て,ロ シ ア の エ カ テ リv・…ナ2世 の 注 文 を受 け て デ ィナ ー
セ ッ ト(lmperialRussianservice)が製 作 さ れ て い る 。Petrodvoretsに近 い
Kekereksiある い はLaGrenouilli6re(thefrogmarsh)として 知 ら れ て い た 場
所 に,彼 女 が 建 設 し て い た 宮 殿 で の 使 用 を 意 図 して い た 。952個の 器 に は,イ ギ
リ ス の1244の風 景 が 絵 付 け さ れ て い る 。 ま た,1つ ひ と つ の 器 に青 カ エ ル の 紋 章
が 描 か れ た 。 こ の デ ィ ナ ー セ ッ トの 実 際 原 価 は,£2,290で あ っ た 。 代 金 と し て
£2,700を受 け 取 っ て い る(Reilly(1995),pp.191-2)。
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れている。彼の備忘録の中でも,1772年に学んだ教訓が しば しば適用 されている。
粉砕機(enginemill)の資本 コス トと時間あた りの燃料費が算出されている。競
争工場の原料費 と輸送費が詳細 に見積 もられ,Etruriaでのコス トと比較 されて
いる。粘土の1ト ンあた りの輸送費が計算 され,そ れを引き下げる試み もなされ
た。新 しい紬薬に関 して工程の追加が必要になった場合には,つ ねにその増分費
用が追加記入 されている。
ここで挙げられているような価格設定,設 備投資,新 製品の導入などに際 し
ての原価計算は,企 業経営において当面する個別的な問題の解決のために行わ
れるものである。資本主義経済の下では,こ れ らの原価データは,い かなる企
業所有者であっても,慎 重であれば経済合理性の追求の中でいわば本能的に収
集される性質の情報であろう。 しか し,今 日的な意味での原価計算は,そ れ ら
プロジェク トのための原価計算の他 に,体系的かつ総合的に実施 されていて,
それが企業の経常的な活動のコントロールに奉仕 している。典型的には複式簿
記 と結びつ いた制度 としての原価計算 である。 この点に関連 して,Wedg-
woodによって,そ のような制度 としての原価計算でな くても,そ れに近似 し
た企業活動の全体 をカバーする継続的な原価計算が行われていたか否かが問わ
れるであろう。
McKendrickは,1950年代末に,Wedgwood社か ら数年間に渡って排他的
にWedgwood文書 を身近に置いて利用で きる機会を与 えられた36。彼 は,そ
の成果 として4つ の論文(1960,1961,1963,1970)を発表 している。これま
で引用 してきたMcKendrick(1970)は,その中に含 まれていて,お そ らく現
在まで学術論文 として公表 されたWedgwoodの原価計算に関す るもっとも詳
細な研究 といえよう。この論文で,彼 は,「WedgwoodArchivesはいち じる
しく豊富で多様であるけれども,そ こにはギャップがある。1772年の8月 に彼
が行った粗い計算以外に,賃 金計算帳 と同程度に包括的な(comprehensive)
原価計算帳が存在 した可能性がある」 と述べている37。しかしなが ら,そ のよ
36Reilly(1995),p.460.
37McKendrick(1970),p.57.
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うな包括的な原価計算帳はこれまでまだ発見されていない。London営業所か
らの毎週の収支報告書,製 品別の出来高賃金表,出 来高給 と週給別の従業員名
簿などが現存 しているにもかかわらず,経 常的な原価計算の痕跡が発見で きな
いのは,も ともとそれが行われていなかった可能性が高いからであるといえな
くもない。
しかしなが ら,た とえ体系的な原価計算は実施されていなかったとしても,
他方で企業全体を計算単位 とする複式簿記に基づ く期間計算 は経常的に行われ
ていた。管理のための会計情報は,それによって満たされていた可能性がある。
このことの検討が次の課題である。
商的工業簿記に基づく管理情報
WedgwoodArchivesに,1769年8月か ら7会計期 問に渡る財務報告書が含
まれている。表3は,そ こから損益計算と収支計算を含む部分を抜 き出 したも
のである38。この表 に提示 されている2つ の計算書から,共 同経営者に対する
利益 の配分がいかにな されていたかを推測で きる。 さきに述べた ように,
Josiahの共同経営者 としてThomasとBentleyの2人がいた。彼 らに対する
報酬は,そ れぞれの部門の稼得利益から,あ らか じめ定められた配分率に基づ
いて支払われる契約であった。実用陶器部門のThomasに対 しては8分 の1,
装飾陶器部門のBentleyに対 しては2分 の1と 定め られていた。Thomasと
の契約書 は残っていないが,Bentleyとの問の契約に関しては,1767年11月15
日の日付で次のような覚書が残っている39。
W&Bは,壷,人 形,花瓶,衛生陶器,家具およびその他随時同意する製品か
らなる装飾陶器あるいは磁器を生産する合名会社に参加する。この合名会社は14
年間継続する。JWは,TBの ために住居を建設することとする。TBは,上 記
38W/M1713,MoseleyCo皿ection,Mickelburgh(1998),p.89-94.
39Reilly,1,1989,p.61.Bentleyの持 分 は,Wedgwoodか らの 借 り入 れ に よ っ て まか
な わ れ て い る 。 お そ ら くBentleyの配 当 か ら返 済 さ れ た と思 わ れ る 。
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の住居の建設に支出 した金額 に対 して14年間に渡 り7.5%を支払 うであろう。お
な じく,両者が一連の工場に費やす金額 に対 して7%を 支払 うことにする。JW
は,上 記の事業 を遂行するために必要な金額を前払いすることとす る。それに対
して,彼 は,会 社によって5%を 支払われる。
実用陶器部門と装飾陶器部門は,そ れぞれ今 日いうところの利益中心点 とし
て位置づけられていたことになる。表3の データによって,装 飾陶器部門の共
同経営者に対する報酬支払額を知ることができる。ただしそこに示 されている
2つの表を比較 しただけでは,毎 期の利益 と利益配分である引出額 との間にな
ん らかの関係を見いだすことはで きないであろう。 しか し,毎期の正味キャッ
シュフローを計算 してみるとまったく違った事態が現れてくる。
毎期の現金収入額は,表3(b)から得 られ,表3(a)に製造販売費用が与えられ
ているか ら,こ れを支出額に等しい と仮定すれば毎期のキャッシュフローの計
算がで きる。表4に,そ の計算結果をまとめている。7会 計期 間のうち,最 初
の期 と2番 目の期間を合わせた正味キャッシュフローの金額は,£64であるこ
とが分かる。そ して,こ の金額は第2期 の引 き出し額に等 しいことに注意 しよ
う。1771年から1773年までの期聞においては,2年 間に渡る現金収入の合計が
与えられている。したがって,現金引 き出しもまとめて2年 分を対応させ ると,
引 き出 し額は正味キャッシュフローよりも少ないことが分かる。同様に各期の
両者の金額を比較すると,引 き出し額は,第6期 においてわずかに上回るのみ
で,他 の期間においては正味キャッシュフローを越えていないことが明らかに
なる。6年5ヶ 月間について,正 味キャッシュフローと引 き出しの合計 を比較
してみれば,全 体としてもこの原則は守 られている。 このことから毎期の引 き
出し可能額がキャッシュフローの計算 に基づいて決定されていると推測でき
る。すなわち,こ のような会計計算に基づいて超過配分を回避す ることで,資
本の維持を図っていると推測されるのである。
支払われるべき報酬の決定,と きにはその支払の拒否が会計計算に基づいて
なされたことは,そ れだけ会計情報が信頼 されていたことを物語 っている。表
3(a)でさらに注意を引 くのは,期 末の製品有高が売価還元法で求め られている
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表3要 約財務報告書
表3(a)(参照 資料W/M1718) 金額はボンド(£)に丸めている
Dr Cr
期 間
期 首 製造および
製品有高 販 売 費
利 益
合 計
売 上 期 末
製品有高 合 計
1769年8月10日一1770年8月10日 10861921 2561 5568 2404 3164 5568
1770年8月10日一1771年8月10日 31642372 2830 8366 3955 4411 8366
1771年8月10日一1772年8月10日 44112924 5691 13026 4838 8187 13025
1772年8月10日一1773年8月10日 81872303 3823 14313 4244 9069 13313
1773年8月10日一1774年8月10日 90692936 4306 16311 6168 10144 16312
1774年8月10日一1775年1月1日 10144946 1236 12326 2065 10261 12326
1775年1月1日一1775年12月31日 102613804 3545 17610 6481 11190 17610
17206 23992 30094
毎年の製品有高を別の計算方法,すなわち,製品の総額か ら3分の1を控除
して求め た。上 の表 では,1774年8月10日まで製 品は総 額で求 めて いる。
注:継続的に原価計算が行われていないのであるから,製品棚卸高は,生産原価ではな くて,売価か ら還元
された値で評価されることになる。「1774年8月10日まで製品は総額で求めている」とは,それまでに
製品有高は売価によって評価されていたことを意味している。 この表では,売価評価額から3分の1引
き下げて原価に近似させている。
表3(b)(参照資料W!M1718) 金額はポンド(£)に丸めている
現金収入,売掛金の増加および現金等の引出
期 首 期 末 現金収入 売掛金の増加 現金等の引出
1769年8月10日
1770年8月10日
1771年8月10日
1772年8月10日
1773年8月10日
1774年8月10日
1775年1月1日
1770年8月10日
1771年8月10日
1772年8月10日
1773年8月10日
1774年8月10日
1775年1月1日
1775年12月31日
1645
2712
7633
6030
1721
5591
759
1243
1449
138
344
830
64
372
1861
2932
789
1345
25332
売掛金 と現金収入の合計
4763
25332
7363
30095
ことと,期末有高が継続的に増加 していることである。利益額ではな くて正味
キャッシュフローに基づいて配当がなされているのは,そ のような状況では,
期間損益は妥当な業績の指標にはな り得ないからである。そのために利益では
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表4:毎 期のキャッシュフローと引出額の比較:単 位ポン ド(£)
期 首 期 末 現金収入 製造および
販売費(支 出)
正味 キ ャッ
シ ュフ ロー
現金等
の引出
1769年8月10日 1770年8月10日 1,645 1,921 一276 0
1770年8月10日 1771年8月10日 2,712 2,372 340 64
1771年8月10日 1772年8月10日 2,924 372
7,633
1772年8月10日 1773年8月10日 2β03 2,406 1,861
1773年8月10日 1774年8月10日 6,030 2,936 3,094 2,932
1774年8月10日 1775年1月1日 1,721 946 775 780
1775年1月1日 1775年12月31日 5,591 3,804 1,787 1,345
合 計 25,332 17,206 8,126 7,363
な くてキャッシュフローにしたがって配当が行われたと推測できる。 しか し,
たとえ製品原価の計算 を組み込まない簿記であっても,それは彼の事業の統合
された財務的概観を明 らかにしていたのであるから,Wedgwoodは自分の企
業の全体を統合する会計の 目を備 えていたことになるであろう。
実用陶器 と装飾陶器の2つ の部門は,さ きに述べたように,現代的な観点か
らは利益中心点として設定されていた。利益 とキャッシュフローの計算が共同
経営者の報酬決定に利用 されたのであるか ら,そ れはまた同時に管理会計情報
も提供 していたといえるであろう。そのような報酬制度は,共 同経営者の行動
を企業全体の,し たがってWedgwoodの利害 に適合するように導いたにちが
いない。共同経営者は,売 上の増大に努力 し,費用の節減に向かって動機づけ
られた。さらに報酬をより直接的にキャッシュフローと結合 させることで,売
掛金の回収努力 も促進 されたはずである40。しか しながら,こ のように財務情
40売 上債権の回収は相当長期 に渡ったようである。Weatherill(1971,p.54)によ
れば 「1754年から1760年の間に行 われたWedgwoodの取引の中に,買 い手 に与
え られた信用の確かな例がある。Wedgwoodが現金あるいは手形で支払いを受
けたのは販売か ら1年 後であった。い くつかの例ではさらに長期 の遅れがあった。
製陶業者が大量の在庫 を保有 していた とい う事実 とともに,こ のことはその期間
中にかな りの投資の増加があったことを示 している」 と指摘 されている。また貴
族を相手 とした取引は貸倒の リスクも高かった。
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報の管理的利用が共同経営者のレベルで見 られるとしても,そ れ以下の階層で
の業務管理はどの ようになされていたであろうか。これが次の検討課題である。
実体 管理
製陶業は労働集約的な産業である。そのような産業ではとうぜん労務費の管
理に関心が集中することになる。これには賃金の支払形態が関係 している。1790
年の実用陶器部門における賃金支払形態を付 した雇い人のリス トが現存 してい
る41。それに記載されている総数は160名とされているが,こ の人数には雇い
人自身の勘定で雇用されている子供が含まれていて,こ の直接に雇用 されてい
ない子供の数を除 くと,週給の従業員は105人であ り,出来高給賃金を受けて
いるのは35名を数える。 さらに週給の人々の中には,補助作業に携わる子供が
31名含 まれる。 この人数を除いて,週 給賃金 と出来高賃金 を受ける従業員数を
比較すると,出 来高給は,週 給によって雇用 されている人数の2分 の1を 占め
ている。 しか も,出来高給賃金の陶工 は,ほ とんどが皿作 り,削 り,柄付けな
どの作業 を担当する熟練工から成っている。
装飾部門について も,1793年の装飾部門における従業員 リス トが残ってい
る42。絵付け,浜摺 り,刷 り絵付 け,線引き,エナメル焼付け,磨 き,仕上げ,
造形,削 り出 し,ス リップ作 りおよび皿浜摺 りの職種ごとの従業員 リス トがあ
って,その総数は63名である。子供 を除くと55名にな り,そのうち出来高給は,
22名であるか ら,成人労働者の44%が出来高給を受けていたことになる。
出来高給制度は,そ れまでの伝統的な賃金形態の継承であるとともに,工 場
内における規律の維持に有効であった43。ただしここで指摘 しておかなければ
な らないのは,Wedgwoodの工場での出来高給制は,伝 統的な家内工業 にお
けるそれとは根本的に違っていたことである。そこでの生産工程 は,細 部に渡
?
?
?
??
?
?
?
Bladen(1926),p.129.
E28404-39,JosiahWedgwood'sCommonplaceBook,WegwoodManuscripts,p.8.
Pollard(1965),訳書280頁 。
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る徹底 した分業 と専 門化 の上 に築 か れていた。McKendrick(1961)は,その
分業体 制 が どの よ うな もので あ ったか を詳細 に説 明 してい る44。「彼 が最 初か
ら信 じていたの は,唯 一 の効 率的 な手段 は分業 であ り,異 なる工 程 を分 離す る
ことで あった」。製 品別 の工 程内部 において は,多 くの専 門化 された職種 に よっ
て分業 が行 われ ていた。 それぞれの作業場所 は,そ の専 門職 を持 っていた。
彩色陶器 においては,絵 付師(painter),浜摺 り(grinder),刷り屋(printer),
線引 き(liners),刷毛塗 り(boderers),磨き屋(burnishers),仕上げ屋(scourers)
がいた。 ジャスパー陶器においては,造 形師(ornamenter),生削 り(あ るいは
削 り出 し,turner),鋳込み(slipmaker),バリ取 り,仕 上 げ屋お よび鋳 型屋
(mouldmakers)がいた。ブラック陶器においては,手 捻 り(thrower),生削
り,手付 け屋(handler),マーク付 け(seal-maker),型屋および鋳込みがいた。
そ してそれらすべてに型屋(modeller),窯焚 き(firemen),監督(overlooker),
運び屋(porters)および荷造 り屋がいた。その他のはっき りした専門工 には,
鞘作 り(sagar-maker),削り出 し(lathe-turner),注ぎ口作 り(spout-maker),
渕仕上げ(wedger),刻、り屋(engraver),磨き屋(polisher),仕上げ屋(あ る
いは仕上師,dresser),仕分け(sorter),粕掛け(dipper),刷毛塗 り(brusher),
撹拝掛 り(stirrer),窯入れ(placer),直し(cooper)が含 まれ る。 また,計 算
部門(countinghouse)にもい くつかの管理職位があった。Wedgwoodが1790
年 に雇用 していた278人の男女お よび幼年工の うち,定 め られたポス トを持たな
いのは5名 だけであった。 これらの5人 はたんに 「雑役工(oddmen)」として
リス トに載せ られている。階層の一番下にいて,不況時に一番先に解雇される人々
である。残 りは専門職工であった。
生 産工程 の徹底 した分 業化 は作 業の標準化へ 導 くであろ う。 その ような標 準
化 された工程 と作 業 に基 づ く出来高給制度 は,ま た時 間研 究 を も可 能 にす るは
ず であ る。実際,McKendrick(1970)は,Wedgwoodの「備忘録」 の中 に,
エ ナメル絵付 けの出来高 賃率 の設 定 に際 して,時 間研究 が行われ た形 跡 を発見
44McKendrick(1961),p.33.職名の 日本語表記に関しては,ノリタケ ・カンパニー
社史編纂室,鈴 木啓志氏の教示をいただいた。
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単位:ペ ンス
Dishesperinch 24 23 22 21 20 19 18
Mossborder,grapeBD.LaurelwHlow・壱 ・音 8 7 6 6 5
Chentilly 4 4 4 ・壱 ・壱 3 3
Ivy ・吉 ・去 4 ・壱 3壱 3 3
Antequebromegrass 6 6 5 4音 ・吉 4 4
Husk&Edge 4壱 ・壱 4 ・壱 3吉 3 3
Edge 1青 1青 1を 1 1 1 i4
省
??
10 9
3 ・音
1去 1去
1壱 ・÷
2 2
1
-
2
1壱
⊥
4
⊥
4
1784年にお ける,Londonのエナ メル絵 付 け工 場の 出来 高賃率。5年 に わたっ て同 じ賃率で あ った。
している。「重要な点は,作業の時間が計測され,絵付 けの長さが測 られ,ヤ ー
ドあた りの賃金が計算 されたことである」(p.57)。そのような作業分析 に基
づいて,た とえば,表5に 示す皿のサイズおよびデザインごとの賃金が見積 も
られている。
労務費管理は,その主要な部分が出来高賃金制度に依存 していたのに対 して,
もうひとつの重要な原価項 目である原料費の管理は,消 費粘土の直接的な測定
によっていた。すなわち,事 前に製品ごとに粘土の所定重量が計量されて,ロ
クロにかけられた。
私は,雇い人にしばしば粘土のムダについて,と くに重い陶器の生産で,売上高
にしてどれだけの損失になるかを話 して聞かせます。しかしあまり効果はありま
せんでした。そこで私ははかりを半ダース買って彼らに与えました。しかしまだ
ひとつ足りないようでした。そこですぐに重量測定係を雇いました。彼のふだん
の仕事は粘土の重さを量ることです。彼は,自分の賃金の3倍にあたる粘土を節
約するでしょう。そして,売上高にすれば10倍に相当する節約になります45。
図2は ロクロ作業室の様子を描いている。壁に天秤が取 り付けられ,助 手が
451Decmber1769,El8271-25,WedgwoodManuscripts,Finner(1968),p.85。
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出 所:Meteyard(1866),ll,p.111
図2ロ ク ロ 作 業 室
ロクロエ に粘土の重さを量 って渡 していることに注意 しよう。能率向上のため
の別の例 として,さ らに取 っ手や注 ぎ口などの部品の互換化お よびロットサイ
ズの拡大 などの試みを挙げることができる。
さきに述べたようにWedgwoodArchivesからは,経常的な生産活動の管理
に原価情報が利用 された形跡を見つけることはできない。た しかに,と きどき
に発生する個別的な問題に対処するための臨時的な原価情報の収集はなされて
いたけれども,それはまだ体系的な計算にはほど遠かったといってもよいであ
ろう。そのような原価計算が現れるのはまだ先のことであった。しかしながら,
そこにはすでに原価計算の前提 となる分業 と専門化による作業の標準化,さ ら
には生産工程の合理的な配置が見 られることは強調 しておかなければならな
い。後者に関しては,あ るJosiahの伝記作家 による記述がある。
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建物の本棟は運河に面しており,1つの大きな入 り口があって,背後の中庭に通
じていた。中庭をめぐって,さまざまな仕事場と窯が整然と配置されて,閉ざさ
れた世界を作っていた。その中で,生産の進行する順序に従って,すべての生産
工程が配置されていた。原材料が運び込まれてしばらく寝かされる。フリントが
新 しく据え付けられた石臼に掛けられ,準備がすべて整うと,原料が注意深 く計
量されて正確な割合で調合される。高度に熟練したロクロ師と母型制作工は彼ら
自身の独立した部屋をもっていて,そこで,生粘土を取り上げて,自分の手で,
壷,テ ィーカップ,ポー トレイトあるいは人形を成型する。生産工程は,そこか
らさらに別の作業場に続いていて,鋳型製作工がアーティス トや職人による個々
の作品を一般市場向けの製品に仕上げる。こうして,さまざまな段階を通じて陶
器は完成することになる。皿製作工は皿を型抜きし,柄付け工は,日々を取っ手
や注ぎロを作るのに費やし,鞘作 り工は,焼成時に陶器を納める耐火容器を作る。
窯焚きは神秘的な技術を使って,経験を持った人の目でなければ分からない,い
つ窯がちょうどよい温度に達するかを判断する。紬薬係は紬薬を調合する。エナ
メルエは,繊細な熟練を発揮するなど,陶器が完成するまで次から次へとプロセ
スが続いて,その後に荷造りされて,顧客のテーブルや食器棚に着 くまでの長い
旅路に出る46。
会計は,発 生当社や初期の発展段階においては,も っぱら経営管理に志向し
ていたと主張 される47。そのような主張の具体的な根拠 をWedgwoodによる
会計の中に発見できるのである。体系的な原価計算は見つけることができない
けれ ども,構造化 された管理会計システムが確かにそこにあった。それは今 日
いうところの商的工業簿記 と呼ばれるものであった。Josiahは,そこか ら得 ら
れる情報によって彼の企業の全体 を概観で きる財務情報を入手 していたか ら,
会計情報による可視化がそのレベルで実現 されていたといってよいであろう。
管理会計情報の主要な用途 として組織成員の業績評価がある。商的工業簿記
か らの情報 は,たしかに共同経営者の レベルでは業績評価の役割を演 じていた。
46Burton(1976),p.89-90.
47A.A.A.(1959).
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それは利益中心点として設定され,実 用陶器 と装飾陶器部門の稼得利益が算定
されるとともに,正 味キャッシュフローか ら報酬が支払われていた。しか し,
原価による日常の業務管理はまだそこには見 られなかった。業務管理は,ま だ
直接的な物量管理の範囲に留まっていた。 もちろん,財 務的な評価を経なけれ
ば経済的に合 目的的な代替案の選択はで きないであろうから,新 製品の導入,
作業方法の変更などに際 しては,原価情報が利用 されていた。 しかしなが ら,
それはadhocな原価計算にす ぎなかった。
にもかかわらず,原 価計算あるいは管理会計的な観点か ら,Wedgwoodの
業績が否定されるわけではまった くない。なぜならのちの制度 としての原価計
算 を可能にし,そ の信頼性を保証する作業と生産工程の構造化 をそこにすでに
見 ることができるからである。分業 と専門化が徹底 され,生 産工程は,原 料か
ら製品に至るまでの生産の流れに沿って配置されていた。いわばそこには 「製
品フロー」に基づ く工程配置を見ることがで きる。さらに指摘 されなければな
らないのは,組 織の公式化が追求されていたことである。
組織公式化の追求
Wedgwoodが活躍 を始めた時代は,問 屋制手工業 あるいは家内工業 の生産
体制から工場制生産への移行期であった。製陶業において工場制生産による大
量生産 をはじめて実現 したのが彼の工場であった。そのような移行期において,
とりわけ彼を悩 ませたのは従業員の気儘な行動であった。
バースレムの献堂祭だというので,うちの雇い人たちは今週は4日も遊んでしま
っています。私は彼らを荒っぽい言葉で叱ったり,なだめたり,また彼らに長い
クリスマス休暇を約束したりもしたけれども,それがすべて無駄であることは明
らかです。たとえ世の終わりがこようとも,彼らにとって献堂祭はあくまでも守
られなければならないのです48。
485July1776,E186ユ0-25,WedgwoodManuscripts,Pollard(1965),訳書269-70頁。
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自然のリズムに従ってそれまで生活 してきた人々を,工場生産の要求する機
械的時間の進行 に従わせること自体非常な困難を伴った。Wedgwoodは,従
業員の勤務時間管理システムを最初 に導入 した人であった。
彼の初期の工場のひとつは,実際,ベル工場(BellWorks)として知られている。
なぜなら,職工は,その地方で普通であった角笛ではなくて,鐘の音によって招
集されたからである。さらに,Wedgwoodは,いつ鐘を鳴らすかも正確に決め
ていた。最初の予告は,5:45,あるいは,仕事に出る45分前に鳴らし,8:30に
は朝食のために,9時に彼らを呼び戻すためなど,終業の時間まで鐘を鳴らした。
……彼はさらに改善を加えて,守衛所の掲示板に全員の名前をアルファベット
順に並べて,出勤時間を色の違ったチョークで記録した。彼は,このシステムを
強化するために,「壁やゲー トをすり抜けようとした職工」あるいは 「主人が定
めた時間の後に,守衛所を通 り抜けようとした職工」に,2シ リングの罰金を課
した49。
人々を工場制生産の作業様式に従わせるのも困難であった。今 日では労働力
として市場に登場する前に,す でに求め られる行動 と態度の しつけはで きてい
る。企業は税金 を払えば,公 的制度 によって訓練 された労働者を雇用で きる。
しかし,Wedgwoodの時代 は,企 業者の負担する教育訓練 の範囲は,基 本的
なしつけにまでおよばざるを得なかった。管理者について も事情 は同じである。
管理的能力を持った人材は限 られていたか ら,企業家は,自 ら管理職能を共有
できる人間を養成 しなければならなかった。 この分野で もWedgwoodは先駆
者であった。
すなわち,職 種別に分かれた陶工 に作業マニュアルが与えられていた。「彼
の指示書には,陶 工の仕事のあらゆる側面におよんでいた。ロクロエ,柄 付け
工,押 型工,仕 上げ工および皿製作工のそれぞれに作業指示書があった。同様
に,製 作されるあ らゆる製品について,テ ィーポ ットの注 ぎ口にあける濾穴の
数か ら塩蔵壺の底の厚 さにいたるまで,詳 細な注釈があった」50。さらに,彼
49Koehl1(2001),p.36.
50Mckendrick(1961),pp.43.
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の工場では管理職能も分業化 されていた。それは製造担当監督,粘 土の重量測
定係,門 衛,賃 金担当の総監督などである。これ らの人々に対 して,Wedg-
woodは,詳細なマニュアルを書いて渡 している。た とえば,製 造担当監督
(clerkofthemanufactory)は,陶工の指示書に規定された作業基準が実際
に順守されるように監視する役割を与えられていた。
朝誰よりも早 く工場に出勤して,やってくる人々を仕事に就かせる。一 定時に
規則的に出勤する者に励ましを与え,彼らのまじめさはおろそかにされないこと
を知 らせる。……所定の時問よりも遅れる者には注意が与えられなければなら
ない。そして,定時に出勤 していないという調責の記録が繰り返されるならば,
遅刻の時間が計算され,その時間に達するまで,その分の賃金の支払いを止めな
ければならない。…… 人々が仕事を始めたら,監督は,朝食前にできるだけ頻
繁に作業場を見回って,と くに工場が清潔で,整理されていて,ゴミやくずの山
が隅にないこと。鋳型,工具および備品が所定の場所にあり,すぐに使えるよう
になっていること。鋳型が摩耗していないことを点検しなければならない51。
ここで言及 したWedgwoodの陶工や監督者に対する指示は,今 日でい う職
務記述書に相当しているか ら,作業の標準化ひいては組織の公式化が図 られて
いたということがで きる。また,管 理者の養成は同時に組織階層の出現を意味
している。そのような公式化 と階層化 は官僚制組織の特徴であるから,彼 の組
織は,そ の先駆的形態であると理解 して もよいであろう。また工場制生産に適
合する人間行動の矯正をも含んでいたか ら,われわれは,そ の点でもそこに官
僚制組織の萌芽的な特徴を発見できるのである。
最後に,彼が築いた生産体制 と管理システムの生産性 を,表1に提示 した1710
年頃の典型的な製陶所におけるそれと比較 してみよう。その製陶所では,子供
4人と親方陶工を含 む11人の労働力によって生産が行われていた。年間46週と
して計算すると,年 間の売上高は,約 £200であ り,利益は £9になるか ら,
売上高利益率は5%に 満たない水準にある。他方で,1798年の会計報告書が今
511bid.,p.43.
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日に残 っていて,そ こにEtruria工場の実用陶器部門の財務データを知ること
ができる52。その実用陶器部門の半年間の正味売上高は £9,761,利益 として
£2,055が報告 されている。したがって,そ こでの売上高利益率は21%になる。
実用陶器部門は90年前の製陶所 よりもはるかに高い水準の収益性 を示 してい
る。
1790年にはEtruriaでは220人が雇用されていた53。この人数を目安 にして,
Etruriaでの1798年の雇用者数 を250人と推定すれば,実 用陶器部門の1人 あ
た り年間売上高は£78である。また支払賃金 と売上高を比較すると,伝統的な
製陶所では,概 算 して £2の賃金 に対 して,£3の 価値を持つ製品が生産 され
ていたことになる。Etruriaの実用陶器部門で この年の半年間に£3,067の賃
金を支払っている。 したがって,£1の 賃金に対 して,約 £3の売 り上げが得
られていた ことになる。賃金水準は,そ の間におよそ2倍 になっていて,単 純
な比較はで きないけれ ども,し か し,Wedgwoodは雇い人か ら 「親切で よい
雇い主」 と思われていたから54,彼は,賃 金を切 り下げることなく,そ の上昇
率を上回る生産性向上の成果を自分の ものとしていたことになる。これ らの数
値は,彼 の築いた生産 システムと管理組織が家内工業に比 して,き わめて高い
効率を達成するようになっていたことを証明している。
管理会計は,そ の成立の前提 として組織の整備を必要 とする。それは組織の
責任 と権限の構造の上には じめて可能になる情報システムであるか らである。
このことを考えれば,Wedgwoodの原価計算は,た とえ業務管理の分野にお
よんでいなかったとしても,そ の組織 はそこへ至る道程の上にあった。 しかも
かな りの洗練度 においてである。 もし包括的な原価計算 を必要 とする状況にお
かれたな らば,彼 はそれを実施できたか もしれない。原価計算の進歩が間接費
配賦の方法によって評価 されるならば,彼 は,実 際に間接費の配賦を行って見
せている。固定費の圧力が原価計算の発展の原動力 とすれば,彼 はすでに固定
52Bladen(1926),pp.126-7.
53Archer(1973),p.42.
541bid.,p.42.
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費を認識 し,そ れが経営にいかに作用するかについて理解 していた。さらにま
た原価計算の展開における基礎条件 としての生産工程の整備,作 業の標準化あ
るいは管理組織の構築もそこに読みとることができる。彼の原価計算は,こ れ
らの点できわめて重要な歴史的な意味を持っているといえるであろう。
お わ り に
McKendrickが1970年にWedgwoodの原価計 算 を紹介 して以 来,彼 の原価
計算 は多 くの研 究者 の注 目を集 めて きた。Hopwood(1987)もその1人 であ る。
彼 は と りわけWedgwoodの原価計算 を高 く評価 してい る。
McKendrickも指摘 しているように,Wedgwoodの原価計算 は 「彼 の事業経営
にさらに別の恒久的な影響 をお よぼ した」。あま り予期 しなかった面で,組 織 は
原価計算の知識 を通 じて変化 した。なぜなら,彼 自身の努力 によって,細 部への
あます ところのない配慮 によって,新 たに作 り出 したのではないとして も,職 長
クラスの伝統に基礎 を与 えることによって,そ して,彼 らにルールと統制の手段
を与えることで,彼 は,1765年に,「愚図で酔 っぱ らいの,怠 け者の役立たずの
雇い人」と呼んだ ものの集合 を,10年後に,彼 が 「きわめて優 れた働 き手」 と認
める ものに作 り替えた。さらにその上,Wedgwoodの観察 は,今 や間接的にな
されるようになったのである。 もはや彼はつねに工場を歩 き回って,怠 けている
工員を見つけた り,彼 の指示 に従わない人間に小言 をいう必要はなくなった。そ
のような個人的な観察 と監督 は,時 間的にも空間的にも距離 を置いたコントロー
ルによって実施 されるようになった。Wedgwoodは,いまや,よ り個人的で持
続的な監視に頼 ることがで きるようになった55。
Solomons(1952)は,イギ リス は産業革命 の発祥地 であ るに もかか わ らず,
原価計算 に関 しては見 るべ きものが ない と主張 した。 しか し,そ の後 の歴 史研
究 によって,こ の主 張の 間違 いが証 明 されて きてお り,間 接 費配賦か ら,変 動
55Hopwood(1987),p.21&
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費および固定費の認識,設 備投資の経済性計算 におよぶ豊富な原価計算の痕跡
が発見 されている56。Wedgwoodの原価計算 も,そ の初期におけるもっとも
洗練 されたものの1つ であった。ただ彼の企業の規模,市場 と環境,あ るいは,
時代の制約によって,構 造化された制度 としての原価計算 までには達 していな
かっただけであろう。現代的な原価計算が現れるのは,規 模の拡大 と組織の複
雑化によるさらなる管理負担の増大 を待つことになる。近代的な制度 としての
原価計算が現れるのは,Wedgwoodが原価計算 を行ってから,さ らに1世 紀
余を経なければならなかった。Hopwoodの解釈は,あ まりに洗練された姿で
Wedgwoodの原価計算を捉 えている と言わざるをえない。 しか しなが ら,歴
史的展開の中で原価計算を検討するときには,そ の基礎的な前提の整備がそこ
に萌芽的な形で現れていたことに注意が向けられなければならない。たとえ近
代的な形での原価計算が まった くそこに発見できない としても,背後にある事
象への注 目はその後における展 開のよりよい理解へ導 くであろうと思われるの
である。
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